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C a t t l e y a

C O N T E N T S
特集　開院 20周年記念祝賀会
ワークライフバランス／資格取得
看護部だより「ひまわり」
新人紹介
身体に優しい健康レシピ
リレーエッセイ

私たちは、信頼される地域医療支援病院として、
医療を通じて地域社会に貢献します。

⒈　患者さんの権利を尊重し、信頼される
　　高次救急医療の確立を目指します。
⒉　職員が互いに尊重しあう職場作りをめざし、
　　チーム医療の充実に努めます。

⒈　良質な医療を公平に受ける権利があります。
⒉　自分の病気について納得するまで充分な説明を受け、
　　その上で検査や治療を選択するとともに
　　その医療機関を決定する権利があります。
⒊　個人の情報は保護される権利があります。
⒋　自分の診療について知る権利があります。

基本理念

基本方針

患者さんの権利

撮影：萩原　龍一撮影：萩原　龍一



　

本
日
は
多
数
の
ご
来
賓
の
皆
様
方
を
お
迎
え

し
て
、
川
内
市
医
師
会
立
市
民
病
院
の
開
院
20

周
年
記
念
祝
賀
会
を
催
す
こ
と
が
で
き
ま
す
こ

と
に
、ま
ず
も
っ
て
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

土
曜
日
の
夕
方
と
い
う
貴
重
な
時
間
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
多
数
ご
参
集
頂
き
ま
し
て
、
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
当
市
民
病
院
は
平
成
５
年
４
月
に
こ
の

薩
摩
川
内
市
永
利
の
地
で
開
院
と
な
り
ま
し
た
。

こ
こ
に
至
る
ま
で
は
、
創
立
当
初
よ
り
の
職
員

の
方
々
及
び
、
鹿
児
島
大
学
各
教
室
の
ご
協
力
、

川
内
市
医
師
会
員
の
先
生
方
、
ま
た
、
薩
摩
川

内
市
の
行
政
関
係
を
始
め
と
す
る
地
域
住
民
諸

氏
の
ご
理
解
の
賜
物
と
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

当
院
は
開
設
当
初
よ
り
高
い
設
立
理
念
を
掲

げ
て
お
り
、
救
急
部
門
の
充
実
や
、
そ
の
当
時
、

地
域
で
は
串
木
野
に
し
か
な
か
っ
た
脳
神
経
領

域
の
診
療
、
さ
ら
に
は
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の

充
実
な
ど
を
う
た
い
文
句
に
し
て
、
医
師
会
員

向
け
に
開
放
さ
れ
た
共
同
利
用
型
病
院
と
し
て

運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
医
師
会
員
の
先
生
方
と
の

連
携
を
基
本
に
し
て
、
高
度
医
療
機
器
の
共
同

利
用
を
推
進
し
つ
つ
、
地
域
医
療
に
貢
献
す
る
こ

と
を
第
一
の
目
標
と
定
め
て
い
ま
す
。
平
成
12
年

１
月
に
は
県
下
で
２
番
目
と
な
る
地
域
医
療
支

援
病
院
の
指
定
を
受
け
る
に
い
た
り
ま
し
た
。

　

厳
し
い
医
療
事
情
の
中
で
も
地
域
住
民
の
た
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院 長
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め
に
ハ
ー
ド
面
、
ソ
フ
ト
面
を
拡
充
し
て
ゆ
く
姿

勢
に
は
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
こ
と
は
、

大
学
の
関
連
教
室
の
ご
協
力
と
と
も
に
、
川
内

市
医
師
会
の
先
生
方
、
薩
摩
川
内
市
長
さ
ん
を

始
め
と
す
る
行
政
関
係
の
方
々
の
温
か
い
ご
支
援

が
あ
っ
た
れ
ば
こ
そ
と
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

世
間
を
見
渡
し
て
み
ま
す
と
、
医
療
に
対
す

る
逆
風
が
強
く
、
ま
た
、
病
院
そ
の
も
の
に
対
す

る
要
求
も
益
々
高
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ

る
今
日
こ
の
頃
で
す
。
病
院
の
危
機
管
理
体
制
、

感
染
防
御
、
災
害
対
策
、
患
者
サ
ー
ビ
ス
へ
の

需
要
の
高
ま
り
な
ど
、
ど
れ
一
つ
と
っ
て
み
て
も
、

ひ
と
昔
前
と
比
べ
て
格
段
に
洗
練
さ
れ
た
も
の
を

要
求
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
当
院

は
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
に
対
し
て
、
専
門
性
を
も
っ

て
き
っ
ち
り
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

私
た
ち
の
病
院
は
産
婦
人
科
、
小
児
科
関
係

の
診
療
科
を
持
ち
ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
、
当

院
独
自
の
診
療
科
の
専
門
性
と
、
救
急
医
療
を

中
心
と
し
た
総
合
診
療
的
な
側
面
は
抜
群
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
特
に
循
環
器
疾
患
や
脳
神
経
疾

患
、
さ
ら
に
整
形
外
科
、
消
化
器
疾
患
、
呼
吸

器
疾
患
に
対
し
て
は
当
院
の
独
自
性
が
発
揮
さ

れ
て
お
り
、
当
地
域
に
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
存

在
と
な
っ
て
い
ま
す
。
地
域
医
療
を
病
院
単
位
で

考
え
る
の
で
は
な
く
、
地
域
を
ひ
と
ま
と
め
の
も

の
と
考
え
た
時
、
二
次
医
療
圏
に
お
け
る
他
医

療
機
関
と
の
連
携
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
当
院
の
独

自
性
を
発
揮
し
つ
つ
、
川
薩
地
域
の
会
員
医
療

機
関
と
積
極
的
に
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
患
者

さ
ん
の
負
担
を
軽
減
し
て
ゆ
く
方
向
を
求
め
る

べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
勉
強
会
な
ど
を
通

じ
て
周
囲
の
医
療
関
連
機
関
、
行
政
な
ど
と
連

携
を
深
め
て
ゆ
く
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。
当
院
に

お
き
ま
し
て
は
、
看
護
部
、
薬
剤
部
、
総
合
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部
、
栄
養
管
理
部
、
医
療
技
術

部
等
々
の
面
々
、
さ
ら
に
事
務
部
門
、
地
域
医

療
連
携
室
、
医
師
事
務
作
業
補
助
者
等
も
着
実

に
の
び
て
き
て
お
り
、
十
分
に
時
流
を
捉
え
て
い

る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
感
染
対
策
、
危

機
管
理
な
ど
を
始
め
と
す
る
各
種
委
員
会
も
多

数
発
足
し
て
お
り
、
日
常
の
診
療
を
支
え
て
頂

い
て
い
ま
す
。
過
去
10
年
間
で
病
院
に
求
め
ら
れ

る
事
項
は
爆
発
的
に
増
加
し
て
い
ま
す
。
当
院

と
し
ま
し
て
も
常
に
そ
の
こ
と
を
念
頭
に
置
き
、

研
鑚
を
重
ね
て
ゆ
く
所
存
で
す
。

　

次
の
10
年
に
向
け
て
は
、
少
し
で
も
世
間
の

常
識
を
先
取
り
し
、
当
院
の
診
療
ス
タ
イ
ル
を

構
築
し
て
行
く
こ
と
が
肝
要
か
と
思
い
ま
す
。
つ

ま
り
、
独
自
性
を
探
求
し
て
行
く
こ
と
、
そ
し

て
当
院
が
こ
の
川
薩
地
域
で
何
を
求
め
ら
れ
て
い

る
の
か
と
い
う
こ
と
を
、
引
き
続
き
、
大
学
の
関

連
教
室
の
先
生
方
や
医
師
会
員
、
行
政
、
地
域

住
民
の
方
々
と
模
索
し
て
行
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
地
域
医
療
と
は
医
療
機
関
の
み
で
作

り
上
げ
る
も
の
で
は
な
く
、
地
域
住
民
の
方
々
と

一
緒
に
な
っ
て
作
り
上
げ
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と

を
く
れ
ぐ
れ
も
肝
に
銘
じ
て
お
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
以
上
、
新
た
な
10
年
へ
の
決
意
を
述
べ
、
開

院
20
周
年
の
節
目
の
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

　

本
日
は
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

❸　川内市医師会立市民病院
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　ワークライフバランス（ＷＬＢ）とは、ワーク（仕事）とライフ（仕事以外の生活）を調和させ、性別・年齢を問わず、
誰もが働きやすい仕組みをつくることです。日本では2007年（平成19年）末、政府、地方公共団体、経済界、労働界の
合意により、「仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）憲章」が策定され、現在、官民を挙げて様々な取組みが
進められています。
　日本看護協会では、平成19年度から多様な勤務形態の導入を通じて、看護職のWLBの実現に向けて取り組んできま
した。平成22年度からは、都道府県看護協会と日本看護協会が協働して、地域を主体に看護職の働き続けられる職場
づくりのための活動を全国的に展開する「看護職のワーク・ライフ・バランス推進ワークショップ」事業をスタートし、昨
年開催されたワークショップに当院からも５名のスタッフが参加し、看護部を中心に「ワーク・ライフ・バランス」に取り
組んでいます。
　今回、この活動の一環として「ワーク・ライフ・バランス　ポスターコンクール」を行い、２月４日に表彰式がありました。
入賞者は下記のとおりです。

厚労省HPより

金  賞　３西病棟　溝口 二久美さん

銀  賞　リハビリセンター　芝  真裕子さん

銅　賞
回復リハビリ病棟　小牧 愛さん
医療安全管理室　城ノ下 実千代さん　中野 智子さん
特別賞
手術室　寺崎 美和さん

川内市医師会立市民病院　❹
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いい仕事しよう。
いい人生しよう。



　当院では医療の質の向上をめざし、資格取得・研修参加など職員のスキルアップを応援しています。
　教育図書委員会では職員として、基本的に必要な教育を組織的・継続的・計画的に行い、職員の質向上・本施設利
用者に対する医療の質やサービス向上を目指し、継続的・横断的に委員会活動を行っています。また、各職員が社会人
として、あるいは医療人として臨床の業務をこなすとともに、日々学び、臨床・教育・研究を両立させる為の環境整備とし
て、４月と10月の年２回市民病院学術発表会の開催や病院図書室の運営、ネット上での文献検索・閲覧システムを導入し
ました。
　看護部では教育担当師長を配置し、院内教育やチャレンジ制度等個々のキャリアアップのための支援体制を構築して
います。今までに感染管理・集中ケア・緩和ケアの認定看護師が誕生し、その専門性を活かした活動を行っています。
　平成24年度の資格取得者数は下記のとおりです。

学術発表会 病院図書室
❺　川内市医師会立市民病院
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質の高い医療を提供し続けるために
自ら学び・共に育つ
私たちは医療人としてのキャリアアップを支援します。

所　　属 職　　種 氏　　名 資　　　　格　　　　名

薬 剤 部 薬 剤 師 石原　義久 感染制御認定薬剤師

看 護 部 看護助手 富永いずみ 介護福祉士

看 護 部 看護助手 田畑　典子 介護福祉士

看 護 部 看 護 師 白窪　友美 日本消化器内視鏡学会消化器内視鏡技士

看 護 部 看 護 師 松浦　友香 学会認定自己血輸血看護師制度認定

看 護 部 看 護 師 松元美智子 リンパ浮腫指導技能者

看 護 部 看 護 師 尾ノ上昭男 鹿児島県保健師助産師看護師実習指導者講習過程終了

看 護 部 看 護 師 片平　広美 認定看護管理者制度ファーストレベル教育終了

看 護 部 看 護 師 久留須加寿美 認定看護管理者制度セカンドレベル教育終了

看 護 部 看 護 師 田口　弥生 医療安全管理者養成研修終了

医療技術部 放射線技師 中村　晋輔 血管撮影インターベーション専門診療放射線技師

事務部・診療支援部
・連携室 相談員・事務 橋口かおり

他 14 名 医療・介護接遇検定３級

事 務 部 総　務 山下　香織 ホスピタルコンシェルジュ３級



「
家
族
看
護
の
基
本

～
家
族
力
を
高
め
る
看
護
～
」

九
州
大
学
病
院

急
性
・
重
症
患
者
看
護
専
門
看
護
師

久
間
　
朝
子
先
生

　

2
月
1
日
、「
家
族
が
患
者
の
支
援
者

と
し
て
機
能
で
き
る
セ
ル
フ
ケ
ア
能
力
を

高
め
家
族
と
し
て
の
自
律
を
導
く
ケ
ア
の

実
際
」
に
つ
い
て
の
教
育
講
演
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
院
内
か
ら
49
名
、
院
外
か
ら

21
名
の
参
加
で
し
た
。

　

患
者
に
と
っ
て
の
家
族
の
大
切
さ
、
家

族
に
と
っ
て
の
患
者
の
大
切
さ
を
学
び
、

家
族
看
護
の
重
要
性
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と

の
で
き
る
研
修
で
し
た
。「
患
者
の
一
大

事
は
、
家
族
の
一
大
事
」
で
あ
る
と
言
わ

れ
た
よ
う
に
、
家
族
は
患
者
の
身
に
起
き

て
い
る
こ
と
か
ら
パ
ニ
ッ
ク
に
な
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
中
で
私
た
ち
が
患
者
家
族

へ
の
対
応
・
ケ
ア
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を

学
び
ま
し
た
。
ま
た
、
看
護
師
が
家
族
と

関
わ
る
一
つ
一
つ
の
場
面
が
信
頼
関
係
を

確
立
す
る
大
切
な
時
間
で
あ
る
こ
と
、
患

者
の
身
体
面
へ
の
介
入
だ
け
で
は
な
く
、

患
者
や
家
族
の
自
律
を
導
く
た
め
に
問
題

と
な
る
こ
と
を
早
期
に
捉
え
介
入
す
る
こ

と
の
必
要
性
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
、

今
後
の
看
護
に
意
識
し
て
取
り
入
れ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

（
有
馬
看
護
師
）

１
月
22
日

「
Ｓ
Ｐ
対
応
（
模
擬
患
者
体
験
）」

　

Ｓ
Ｐ
（sim

ulated patient

）＝
模
擬
患

者
と
は
、
医
学
教
育
や
看
護
教
育
等
の
医

療
関
係
の
授
業
や
演
習
な
ど
で
導
入
さ
れ

て
お
り
、
模
擬
患
者
と
の
会
話
で
そ
の
よ

う
な
状
況
を
経
験
し
、
そ
の
時
の
患
者
が

感
じ
た
事
を
率
直
に
教
え
て
も
ら
う
こ
と

で
、
患
者
に
と
っ
て
何
が
重
要
で
あ
り
、

自
分
に
何
が
足
り
な
い
の
か
に
気
付
く
事

が
で
き
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
術
を

向
上
さ
せ
看
護
者
と
し
て
の
対
応
方
法
を

学
ぶ
こ
と
で
、
一
人
一
人
の
感
性
を
育
て

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
２
つ
の
事
例
を
通
し
て
、
身
だ
し

な
み
、視
線
、位
置
、声
の
大
き
さ
、ス
ピ
ー

ド
、
姿
勢
、
ア
イ
コ
ン
タ
ク
ト
、
全
体
の

印
象
な
ど
を
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
こ
と

に
よ
り
、
各
個
人
が
自
分
で
も
気
付
い
て

い
な
い
癖
や
態
度
な
ど
を
知
る
い
い
き
っ

か
け
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、他
者
の
ケ
ー

ス
を
傾
聴
す
る
こ
と
に
よ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
学
ぶ
よ
い
機

会
と
な
り
ま
し
た
。（
吉
永
看
護
師
）

「
看
護
研
究
発
表
会
」

　

2
月
28
日
「
平
成
24
年
度
の
看
護
研
究

発
表
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ホ
ッ
プ
研
修
で
看
護
研
究
に
つ
い
て
基
本

か
ら
学
び
、
研
究
計
画
書
を
立
案
し
ス
テ
ッ

プ
研
修
へ
継
続
し
た
２
年
間
の
研
究
成
果

を
、
短
い
発
表
時
間
内
に
ま
と
め
る
の
は
大

変
な
作
業
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
ど
こ
の

部
署
も
、
と
て
も
興
味
深
い
内
容
の
研
究
を

分
か
り
や
す
く
ま
と
め
て
い
ま
し
た
。

　

普
段
の
自
分
た
ち
が
行
っ
て
い
る
看
護
を

研
究
的
な
視
点
か
ら
振
り
返
る
事
は
、
看

護
の
質
を
向
上
さ
せ
る
う
え
で
、
と
て
も
重

要
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
看
護
研
究
の
発
表
を
聞
い
て
、
看

護
研
究
の
持
つ
意
味
や
重
要
性
に
気
づ
い

た
ス
タ
ッ
フ
は
と
て
も
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。（
中
森
看
護
師
）
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ス
タ
ー
ティ
ン
グ
研
修

教
育
講
演
会

ス
テ
ッ
プ
研
修

看
護
部
だ
よ
り

  
ひ
ま
わ
り

Vol.

23
　
よ
り
抜
粋



メ
デ
ィ
カ
ル
サ
ポ
ー
ト
セ
ミ
ナ
ー
in

鹿
児
島

w
ellbeing

と
褥
瘡
対
策
を
考
え
る

外
来　
栗
原
　
恵
主
任

　

1
月
26
日
鹿
児
島
市
民
文
化
ホ
ー
ル「
第

２
ホ
ー
ル
」
で
開
催
さ
れ
た
メ
デ
ィ
カ
ル
ケ

ア
サ
ー
ポ
ー
ト
セ
ミ
ナ
ー
in
鹿
児
島
に
参
加

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
研
修
内
容
は
、「
明

日
か
ら
実
践
褥
瘡
予
防
の
ス
キ
ン
ケ
ア
」「
身

体
に
か
か
る
圧
の
影
響
と
対
策　

体
位
変

換
を
考
え
る
」「
治
り
に
く
い
キ
ズ
の
見
方
、

治
し
方
」の
３
部
に
分
け
て
の
講
演
で
し
た
。

　

皮
膚
の
機
能
に
始
ま
り
、
ス
キ
ン
ケ
ア
と

は
…
皮
膚
の
観
察
な
ど
の
講
演
内
容
か
ら

「
シ
ャ
ボ
ン
ラ
ッ
ピ
ン
グ
」
と
い
う
フ
ッ
ト
ケ

ア
。
私
に
と
っ
て
初
め
て
耳
に
す
る
言
葉
に

と
て
も
興
味
が
わ
き
ま
し
た
。
洗
浄
剤
の
選

択
に
は
、
当
院
で
も
使
用
し
て
い
る
弱
酸
性

石
鹸
を
用
い
（
皮
膚
の
Ｐ
Ｈ
に
近
く
界
面
活

性
剤
が
皮
膚
に
低
刺
激
で
あ
る
）
少
量
の

お
湯
、
ス
ポ
ン
ジ
を
用
い
泡
立
て
（
も
っ
ち

り
泡
）
を
袋
に
入
れ
患
者
さ
ん
の
足
を
そ
の

ま
ま
袋
に
入
れ
（
汚
れ
が
酷
い
場
合
）
し
ば

ら
く
放
置
し
た
後
、
袋
ご
と
足
先
に
向
か
っ

て
石
鹸
を
取
り
除
い
た
後
、
洗
い
流
す
方
法

で
す
。
皮
膚
ト
ラ
ブ
ル
の
あ
る
方
な
ど
傷
つ

き
や
す
い
皮
膚
を
清
潔
に
保
つ
の
は
勿
論
の

事
、
こ
す
ら
ず
に
汚
れ
を
落
と
す
他
、
温

か
い
泡
を
使
う
事
で
の
保
温
効
果
も
あ
り

ま
す
。
こ
う
い
っ
た
内
容
や
、
体
位
変
換
で

実
際
ど
こ
に
ど
の
く
ら
い
圧
が
か
か
っ
て
い

る
か
の
実
践
を
交
え
た
講
演
内
容
で
し
た
。

マ
ッ
ト
レ
ス
の
選
択
や
、
除
圧
、
体
位
変
換

か
ら
褥
瘡
予
防
は
日
々
行
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
正
し
い
方
法
で
安
楽
な
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン

グ
を
考
え
ケ
ア
し
て
い
く
事
を
あ
ら
た
め
て

学
ぶ
事
が
で
き
ま
し
た
。
外
来
看
護
の
な
か

で
、
褥
瘡
ケ
ア
や
患
者
の
安
楽
な
体
位
（
除

圧
）な
ど
深
く
関
わ
る
事
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

短
時
間
に
お
い
て
も
褥
瘡
の
発
生
に
関
与
す

る
事
を
頭
に
置
き
今
後
の
看
護
に
活
か
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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研
修
学
会
参
加
報
告

１月〜３月までに私達の仲間と
なったスタッフをご紹介いたしま
す。どうぞよろしくお願いします。

新人
 紹介

今回、新人として働くこと
になりました。分からない
ことだらけでご迷惑をお
かけすると思いますが、一
生懸命頑張ります。ご指
導よろしくお願いします。

平成25年2月１日付けで前
任の滝口先生の後任として
赴任いたしました。
生まれも育ちも鹿児島です

が、大学は青森の弘前大学を卒業しました。
福岡県で救急医療を学び、脳神経外科に興味を持ち、
平成24年に鹿児島大学脳神経外科に入局しました。知ら
ないことも多く、病院関係者の皆様にはご迷惑をおかけす
ることも多いと思いますが、毎日精一杯働き、薩摩川内地
区の皆様のために役立てたらという思いで頑張っていきま
す。よろしくお願いいたします。

平成25年3月1日付けで循環器
科福元先生の後任として赴任
しました。平成21年に鹿児島
大学を卒業し大学病院・鹿児

島市立病院で卒後研修を経て平成23年同年鹿児島大学旧第一
内科に入局しました。前任地は都城の藤元早鈴病院で診療行っ
ておりました。川内市民病院は救急医療に力を入れていることも
あり、地域連携や病院スタッフの協力のおかげでとても診療のし
やすい環境だと感じております。まだ経験不足や不慣れな点もあ
るかと思いますが薩摩川内地区の地域医療に貢献できるよう頑
張っていく次第ですので、どうぞよろしくお願いいたします。

２月に入職しました。新し
い職場で慣れない事も多
いですが、初心を忘れず、
セラピストとして患者様に
信頼される様、日々 頑張っ
ていきたいと思います。よ
ろしくお願いします。

分からない事が多くご迷
惑をおかけすると思いま
すが、１日でも早く職場に
慣れ、患者様によりよい
看護が提供できるよう頑
張っていきたいと思いま
す。よろしくお願いします。

しばらく医療現場から離れて
いたため、みなさんへご迷惑
をおかけすることもあるかと
思いますが、日々 精進し、た
くさんのことを学び頑張りた
いと思います。みなさん、ご
指導よろしくお願い致します。

早く環境と仕事に慣れる
ように頑張ります。よろ
しくお願いします。

佐拔　勝生

米永　理法 川畑　孟子

永山　嘉来 末永　裕子井上  美由紀中原　麻紀
医事入院
事務部

脳神経外科
医師

循環器内科
医師

総合リハビリテーション部
理学療法士

３階西病棟
看護師

外来
看護師

回復リハビリ病棟
病棟クラーク
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　当院ではパス推進活動の１つ
として毎年パス大会を企画してお
り、今年度は１月29日（火）に会
議室にて開催されました。全部
門のスタッフが参加して、パス充
実における情報提供の充実の活
動報告、パスの現状、実用的な
マニュアル変更にむけて、日々の
アウトカム・バリアンス分析、地
域連携パスの運営状況の発表が
行われ、院内５１名・院外６名の
参加がありました。

クリニカルパス大会

　３月３日はひな祭りです。ちゅ
うりっぷ園では少し早目の３月１
日（金）にひなまつりのお祝いを
しました。ペープサートでひなま
つりのお話を聞き、宝探しゲーム
などで楽しんだ後は、小さなお
内裏様とお雛様になって写真撮
影。楽しいひなまつり会となりま
した。

ひなまつり

　３月13日（水）、お別れ遠足が
ありました。当日はあいにくの空
模様でしたが、午前中に降り出
すことはなく、恒例の日笠山に登
ることが出来ました。昼からの雨
を避け早目に園に到着。キャラ
クター弁当や大好物のおかずが
ぎっしり入ったお弁当を美味しく
頂きました。

お別れ遠足

　回復期リハビリテーション病
棟では病棟スタッフによるレクリ
エーションを毎月１回行っていま
す。３月23日（土）は例年よりも
少し早い桜の満開に合わせてデ
イルームにてちぎり絵を行いまし
た。病棟内に咲いた満開の桜に
患者さん方は顔をほころばせてい
ました。

回復病棟レクリエーション

　新春の薩摩路を駆ける第３２回
いぶすき菜の花マラソン大会が１
月13日（日）、指宿市で開催され、
当院より十数名のスタッフが参加
しました。過去最多の１万８５７３
人の参加者のなか、雨にぬれた
菜の花が彩るコースをひた走り、
大雨と強風にさらされながらも、
無事完走することができました。 

菜の花マラソン

今月のスマイル
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　３月23日（土）、院内保育所ちゅ
うりっぷ園にて第19回保育証書
授与式が行われ、５名の園児が
卒園しました。５人は４月、それ
ぞれの小学校へと旅立ちます。
今まで以上に元気に遊び、勉強
をしてたくさんの友達をつくって
ください。ご卒園おめでとうござ
います。

【卒園児】
吉永亜恋くん　瀬戸口心ちゃん
神田景恒くん　有馬尚哉くん
柿迫千尋くん

　放射線室の前にある中庭は「微
笑みの園」と名付けられ季節の
花が飾られています。３月２日（土）
川内なでしこライオンズクラブの
メンバー７名が中庭の清掃ボラン
ティアに来院され、パンジーや
マーガレットなど春の花が植えら
れました。

卒 園 式

ボランティア

　２月18日より22日の４日間、川内
中央中学校の生徒さん３名の職場
体験を行いました。当院では、生
徒さんたちにとって働いている現場
を自分の眼で見ることにより、働く
ことの厳しさや喜び、礼儀の大切さ
を体験的に学び、また、自分の特
性や将来の展望につなげていくきっ
かけとなるよう、指導しております。
　生徒さんたちの将来の夢のため
に少しでもお役に立てるよう、今後
も継続していきたいと思います。

職 場 体 験

　３月15日（金）、防災訓練があ
り、夜間の医局から出火したとい
う想定で３階東病棟の患者さん
の回復病棟への避難を行いまし
た。また、今回は消火器訓練・
放水訓練も行われ、消防機器業
者の説明を熱心に聴く職員の姿
がみられました。

防 災 訓 練

　３月21日（木）、ちゅうりっぷ
園にてお別れ会が行われました。
プレゼント交換や、劇・歌などを
楽しんだ後は、みんなでオードブ
ルバイキング。あっという間の楽
しいお別れ会でした。

お 別 れ 会

　３月２７日（水）、２階会議室に
於いて看護業務検討部会による
研修会が開催されました。これ
は看護師を対象に年２回行われ、
昨年必要度研修を受講した３西
病棟の２名が講師として伝達を行
いました。臨床に活かせる内容に
56名の参加者は熱心に聞き入っ
ていました。

看護必要度研修会
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言
葉
と
は
、
心
・
気
持
ち
・
思
い
・
考
え
等
を
表

す
手
段
の
一
つ
で
、
日
常
生
活
の
中
で
一
番
良
く
用
い

ら
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
の
一
つ
で
す
。

　

な
ぜ
こ
の
テ
ー
マ
設
定
に
し
た
か
と
い
う
と
、
臨

床
の
現
場
に
携
わ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
少
し
の

表
現
の
違
い
で
患
者
さ
ん
に
誤
解
を
招
い
た
り
、
不

安
に
さ
せ
て
し
ま
う
場
面
が
多
々
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

　

誰
も
が
人
生
の
中
で
一
度
は
こ
の
壁
に
ぶ
つ
か
る

こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
中
々
難
し

い
の
が
現
状
で
す
が
、
私
は
最
近
こ
の
壁
を
崩
す
た

め
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
言

葉
の
表
現
方
法
に
つ
い
て
思
い
出
す
出
来
事
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
は
約
２
年
前
、
東
日
本
大
震
災
が
起
き

た
時
の
こ
と
で
す
。
実
際
に
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
と
宮
城

県
へ
行
き
、
現
地
で
活
動
し
て
い
る
方
達
と
共
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
被
災
地

と
い
う
表
現
を
用
い
ず
、
今
か
ら
立
て
直
そ
う
と
い

う
強
い
気
持
ち
を
込
め
て
「
復
興
地
」
と
呼
ん
で
い

ま
し
た
。
同
じ
場
所
を
示
す
言
葉
で
も
表
現
を
変
え

る
だ
け
で
、
こ
ん
な
に
も
捉
え
方
が
違
う
の
か
と
言

葉
の
重
み
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　

今
後
の
課
題
と
し
て
、
知
識
や
技
術
を
身
に
付

け
よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
事
も
重
要
で
す

が
、
言
葉
の
重
さ
を
理
解
し
患
者
さ
ん
に
接
す
る
こ

と
が
出
来
る
セ
ラ
ピ
ス
ト
に
な
り
た
い
で
す
。

第20回

（ エネルギー 209kcal　たんぱく質 15.6g　塩分 1.4g）

豚肉とアスパラ＆きのこ和え

●春の食材
　温かくなり、過ごしやすい季節になってきましたね。今回は、季節のアスパラを使用し
た豚肉とアスパラ＆きのこ和えをご紹介します。
　アスパラの国内産は４～６月が旬でおいしくて栄養が豊富です。アスパラには、ビタミ
ンA、C、Eが多いです。それ以外にも、アスパラギン酸が含まれています。アスパラギ
ン酸は、新陳代謝を活発にして、たんぱく質の合成を助けて、美肌効果や疲労回復など
の効能があります。
　是非、アスパラが美味しいこの季節、たくさんのアスパラと共に美肌効果を実感してみ
ませんか？ 管理栄養士　二又 朋世

豚肉（薄切り）… ……60g
アスパラ… ……… 1/2束
舞茸… ……… 1/3パック
しめじ………… 1/2パック
長ネギ…………… 1/4本
ごま油… …………10ｍｌ
塩…………… 小さじ1/6
砂糖… ……… 小さじ1/4
白だし………… 大さじ1/4

身体に優しい健康レシピ

●●●  作 り 方  ●●●

「言葉の力」

久  玉　圭  佑

総合リハビリテーション部
理学療法士

材 料（1 人分）① 豚肉はたべやすい大きさに切り、湯がいて水を切っておく。

②  アスパラは洗って水分がついたままラップに包み、レンジで 
１分半加熱し、水にさらして2～3cmに切る。

③ 舞茸、しめじは食べやすい大きさに手で裂き、湯がいて水気
を絞る。

④ 長ネギはみじん切りに切る。

⑤ 長ネギとごま油、塩、砂糖、白だしを混ぜ合わせる。

⑥ ①～③と⑤を混ぜ合わせて、お皿に盛り付ける。


